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【背景】

水温と波浪は藻場の消長に非常に大きな影響を及ぼす。例えば，水温上昇は，藻食動

物の摂食活動の活発化させて海藻の生残率を低下させたり栄養塩の低下を通じて成長を

阻害したりする一方で，波浪（または波動流）は，藻食動物の摂餌活動を制限したり，

栄養塩の海藻への輸送を促進したりして，海藻の生残，成長に寄与する。藻場は，これ

らの要因の変動に伴い，著しい年変動を示すと考えられるが，それらを予測する実用的

手法はこれまでに確立されていなかった。

【藻場消長予測モデル】

予測モデルでは，水深が岸から沖向きに単調に深くなる海底断面を想定し，その浅所

に形成される藻場の下限水深が水温と波浪の積算効果によって毎年変動することを考

え，ある水深における海藻は，次式に示す水温効果と流動効果との積の積算値 があるＳ

閾値 を超えた月日で消失すると仮定する。Ｓｃ

ここに， と は図１に示す０～１の値をとる水温効果関数と流動効果関数， は水ｆ ｇ ｑ

Ｕ Ｄｔ ｊ ｔ温， は波動流速振幅で， は水温と波浪の観測時間間隔，添字 はある起算日（

で表す）から始まる観測番号である。０

ｆ ｇ図１ 水温効果関数 と流動効果関数

これらの関数は，例えば藻場下限水深が主に藻食動物の食害によって規定されている

場で ＝０となる場合は，水温が低すぎて，または流動が強すぎて，藻食動物の摂ｆ・ｇ

餌が完全に停止することを表し，逆に ＝１の場合は藻食動物の摂餌活動が水温的ｆ・ｇ

にも流動的にも全く制約されないことを表す。また，栄養塩の枯渇が藻場下限水深を規

定する重要な要因である場合は， の増加は水温の上昇に伴う栄養塩濃度の減少を，まｆ

た の増加は流動の減少に伴う栄養塩フラックスの減少を表す。ｇ



このモデルに含まれる ， ， ， ，および起算日 の５つのパラメータは，ｑ ａ Ｕ ｂ ｔ０ ０ ０

類似の群集構造を持つ藻場の観察事例を説明するように決定する。

【適用事例】

宮城県牡鹿半島太平洋岸での観察事例に適用し，最適なモデルとして図２に示す関数

形と ＝１０月１日，および藻場の消失限界 ≫１３７を得た。これらは，既存の生ｔ Ｓ０ ｃ

態的知見によく合致しており，その妥当性が支持された。

図２ 最適モデルの水温効果関数と流動効果関数

【今後の課題】

今回は１地点における長期モニタリングデータによってパラメータを決定したが，今

後は，汎用的モデルとして使用できることを実証するためには，波当たりの異なる隣接

点での藻場変動を説明できるかを調べる必要がある。
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